
• 

ド
ウ

堂

石
川
川
口
複
庄
に
闘
す
石
部
孫
。
賀

永
誌
に
、
此
の
村
持
山
の
内
総
関
谷
と
い
ふ
加
に、

柿
附
布
衛
門
の
附
跡
が
あ
る
。
父
同
村
聞
を
流
れ
る

内
川
の
う
ち
に
つ
ど
か
け
岩
と
い
ふ
の
が
あ
る
が
、

名
の
凶
っ
て
起
る
加
は
わ
か
ら
ぬ
と
記
し
て
あ
る
。

縦
附
を
術
的
と
税
い
た
も
の
も
あ
る
。

ド
ウ

道

ド

石

川

郷
宮
丸
の
内
の
小
字
。

ド
ウ
ア
ン
ジ

道
安
寺
河
北
川
枚
出
に
在
っ
て
.

提
出
示
来
振
に
臨
す
ろ
。

ド
ウ
ア
ン
バ
シ

活
安
橋

J
コ
ウ
り
Y

ポ
ウ
パ

シ
呑
林
坊
情
。

ド
ウ
ア
ン
ヤ
ワ

治
庵
夜
話

二
加
。
白
隠
・明
利

の
頃
金
保
に
陪
た
仰
従
的
来
展
本
之
助
・
日
川
徳
竹
丹

雌

・
白
銀
陸
奥
左
山
削
門
等
の
こ
と
を
、
大
型
を
抱
い

た
快
諾
と
し
て
怖
い
た
小
訟
で
あ
る
。
的
制
竹
と
興

左
衛
門
の
外
は
、
自
在
し
た
人
物
か
否
か
判
ら
ぬ
。

泊
雌
は
著
者
の
名
古
あ
ら
う
。

ド
ウ
イ
ン

道
印

i
.ケ
ツ
パ
ド
ウ
イ

y

月
岐

近
印
。

ド
ウ
イ
ン

謹
印

J
テ
ツ
シ

y
ド
ウ
イ

y

銭

心
逝
印
。

ド
ウ
イ
ン
ジ

道
図
寺

石
川
印
刷
川
に
在
っ
て
、

民
宗
京
一献
に
闘
す
る
。
も
と
金
制
作
材
木
川
に
町
た
が
、

明
治
十
五
年
河
北
部
山
上
村
に
移
白
、
二
イ
一

年一見

に
今
の
地
に
料
じ
た
。

ト
ウ
ウ
ン
ジ

等
雲
寺

金
昨
日
本
川
に
な
っ
て
、

長
宗
束
援
に
臨
す
る
。

ト
ウ
ウ
ン
ジ
桃
雲

寺

石

川

端
野
川
に
在
る
。

こ
の
寺
は
も
と
制
作
刈
披

・
篠
以
川
刑
制
の
治
立
し
た

小
庖
で
あ
っ
た
が
、
医
長
五
年
前
削
副
判
長
が
附
凶
器
し

て
、
資
制
寺
の
保
山
徐
芸
を
俗
的
せ
し
め
、
野
川
山

な
る
利
家
の
的
泌
を
守
ら
し
め
た
。

年
不
刊川前
川
利

長
の
沼
而
に
、『
い
ん
き
ょ
は
う
ゑ
ん
寺
』
と
あ
る
も

ト
ウ

ト
ウ
エ
モ
ン
7
ル

積
右
衛
門
丸

金
抑
城
内
槌

刷
出
欽
の
後
地
で
、
一兆
は
出
，丸
内
の
山
愉
で
あ
っ
た
。

防
長
念
押
印
古
闘
に
、
小
即
時
限
右
術
門
の
第
地
で
あ
る

と
記
載
さ
れ
、
越
殺
到
三
州
芯
に
は
、
小
夜
九
、
今

は
附
お
山
剛
門
丸
と
云
ふ
。
古

へ
小
原
限
右
衛
門
の
町

た
加
で
、
古
川
に
制
民

間
十
凶
に
一
ニ
十
三
聞
と
あ

り、

b
，
九
の
隣
地
で
あ
る
。
点
字
の
凶
に
は
、
此

の
地
向
一
に
接
木
剣
に
な
っ

て
ゐ
る
と
あ
る
。
設
し
小

探
勝
右
術
門
は
天
山u-十

一
年
四
且
柳
ヶ
制
出
合
戦
に
戦

死
し
た
か
ら
、
際
布
術
門
の
第
の
金
州
国
棋
に
あ
る
べ

き
官
が
た
い
。
或
は
隙
右
衛
門
別
淡
紡
禿
-
止
の
泊
第

か
も
知
れ
ぬ
と
い
ふ
の
が
岱
訟
で
あ
る
。
案
ず
る
に
、

天

u十
八
年
前
川
利
家
が
金
保
織
に
留
守
し
た
山間旧

安
防
に
興
へ
た
川
忠
に
、『
沼
間
際
右
衛
門
屋
政
ニ
暫

加
を
可
牝
候
問
、
下
-
一
御
く
だ
し
可
有
之
候
。
』
と
あ

っ
て
、
か
の
隙
右
衛
門
と
い
ふ
も
の
は
こ
れ
で
は
あ

る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
。
下
二
御
く
だ
し
は
現
に
際

右
術
門
屋
蜘
に
防
る
も
の
を
以
外
に
退
去
せ
し
め
よ

と
の
訟
で
あ
ら
う
。

ト
ウ
ガ
桃
芽

↓
ノ

グ
ロ
ヤ
ト
ウ
ガ

野

代

谷

の
こ
れ
が
お
で
、
初
め
は
野
山
武
凶
寺
と

い
う
た

が
、
や
が
て
利
家
の
法
命
に
よ
っ
て
桃
芸
寺
と
改
め

た
。
次
い
で
限
長
十
八
年
利
治
か
ら
寺
領
五
十
八
石

を
附
し
、
元
利
元
年
六
且
十
八
日
災
あ
り
、
芳
春
院

夫
人
再
建
し
、
務
山
口
笛
叫
ん
を
こ
与
に
住
せ
し
め
、
利

政
の
辿
子
三
左
衛
門
斑
之
を
制
越
と
し
た
。
次
い
で

寛
永
十
五
年
諸
士
の
奉
加
を
以
て
真
に
修
開
国
し
た
。

ド
ウ
ウ
ン
ジ
洞
雲
寺

邸
主
加
入，

mハ今
初
制
ぎ

に
在
っ
て
、
附
日
制
宗
に
幽
す
る
。

山
賊
は
削
河
山
。

永
平
十
二
年
物
外
之
を
創
め
、
恕
仙
仰
天
倒
を
第
一
代

に
む
い
た
。
帯
。
M
に
山
川
秀
次
の
帯
地
献
と
い
ふ
も

の
が
あ
ろ
が
、
文
明
一
ん
市
米一
.一
且
と
あ
っ
て
偶
作
で

あ
る
。

般
に
し
て
叩
叫
ん
だ
が
、
ζ

の
制
法
で
沈
説
し
た
般
に

培
ゲ
附
と
い
ふ
と
あ
る
。

ド
ウ
ガ
h
F
h
y
ラ
マ
イ

堂
形
譲
米

金
制
叩
腕
仮
下

の
堂
形
と
、
紺
屋
坂
下
の
新
堂
形
と
に
米
援
が
あ
っ

て
、
共
に
滞
米
を
納
め
、
歩
士
・足
料
・小
中
川
な
ど
の

ト
ウ
カ
イ
ド
ウ
キ
コ
ウ

東
海
道
犯
行

一
加
。

一
扶
持
米
を
こ
L
か
ら
下
附
し
た
。
そ
の
扶
持
を
欽
形

ま
た
己
巳
紀
行
と
も
い
ふ
。
制
入
山
首
水
が
見
延
二
年

一
下
行
米
と
い
ひ
、
そ
の
米
を
掌
形
獄
米
と
い
う
た
。

五
月
金
制
聞
を
愛
し
て
江
戸
に
出
で
、」
ハ
且
米
そ
こ
を

一

ド
ウ
ガ
生
コ
メ
グ
ラ

堂
形
米
倉

金
持
域
外
閉
山

去
っ
て
、
七
月
十
五
日
伊
勢
山
旧
に
入
り
、
姿
出
合

一
一
以
下
今
の
照
憾
の
在
る
腕
に
あ
っ
た
滞
の
米
政
で
、

姿
抽
出
を
訪
ひ
、
箆
に
京
に
赴
い
て
蹄
郷
し
た
紀
行
で

一
之
を
常
形
と
名
づ
け
る
は
、
も
と
位
一
形
的
訟
の
あ
つ

あ
る
。
先
延
二
己
巳
京
陽
石
部
雨
前
山
人
政
。
今
稿

一
た
附
円
札
の
地
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
米
代
制
放
の
年

木
を
存
す
る
が
、
容
首
歎
誌
を
失
う
て
、
武
山
賦
金
制
伸

一
代
は
、
前
川
綱
紀
の
時
越
中
組
大
工
肝
附
典
三
右
術

粥
兎
以
後
の
記
事
を
接
し
て
ゐ
る
。

一
門
父
探
安
八
十
七
肢
の
口
読
書
に
、『
木
堂
形
以
前
は

ト
ウ
カ
イ
ノ
ヒ
ヤ

9
イ

ン

東
海
白
百
悶

一
加
。

一
近
時
叩
姿
片
道
民
舗
と
巾
候
。

兵閉山
御
蹴
雌
…
御
座
拙
問
。

能
殺
の
例
人
文
日
出
の
稲
本
で
、
若
者
が
東
海
道
の
風

一
御
米
山抽
出
来
以
後
営
形

ι巾
候
。

年
政
六
・1
年
前
に

光
を
想
倣
し
て
作
っ

た
百
部
に
、
常
時
の
諸
制
人
の

一
倍
成
候
採
に
提
巾
候
。
』
と
あ
っ
て
、
年
紀
は
明
ら
か

後
句
附
合
を
添
'へ
た
も
の
で
あ
る
。
安
永
己
亥
賞
各

一
で
な
い
が
、若
し
冗
文
頃
の
淵
涯
と
す
れ
ば
、六
十
年

見
風
践
。

一
前
は
従
武
切
と
な
る
。
本
堂
形
又
は
古
営
形
と
い
う

ト
ウ
カ
ク
ジ

生
時
間
四
寺

珠
洲
郡
川
硝
に
在
っ
て
、
一
た
の
は
、
伎
に
新
捻
形
が
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。

国叫
宗
東
夜
に
臨
す
る
。

山
鋭
は
金
石
山
。

一

ド
ウ
ガ
h
m
シ
ン
パ
パ
整
形
新
馬
場

金
仰
の
立

ト
ウ
ガ
ヲ
ジ

練

岳

寺

金
部
上
院
医
川
に
在
つ

一
形
に
あ
っ
た
。
年
代
鈍
袈
瓜
治
三
年
の
僚
に
、
十
二

て
、
従
林
山
と
蹴

L
、
白
羽
宗
に
臨
す
る
。
点
平
二

一
月
堂
形
御
馬
場
が
出
来
し
た
と
あ
り
、
越
管
到
=
一州

年
間
液
替
に
、
件
品
寺
側
山
は
組
前
坂
列
榔
本
庄
船
主

一
志
来
凶
限
史
的
録
に
は
、
堂
形
新
川
内
掛
川
泊
三
年
六

寺
の
組
大
空
支
出
の
制
法
相
胤
木
長
樹
で
、
明
郎
元
年

一
且
か
ら
」
f
月
に
去
っ
て
成
る
と
あ
る
O

H
討
さ
百
七
十

同
凶
府
保
都
中
山
赤
阿国
但
馬
史
駄
が
之
を
新
道
村
に
建

一
一
附
一
尺
、
制
八
開
二
尺
、
土
居
の
高
さ
六
尺
或
り

ー
し
た
に
起
る
。
後
赤
座
悩
後
吉
家
が
前
間
利
授
の

一
}
一問
。
こ
の
府判
婦
は
滞
末
ま
で
存
し
た
。

お
に
雌
じ
て
金
保
に
修
っ
た
降
、
八
代
市
室
之
に
随

一

ド
ウ
ガ
生
ニ

堂
ヶ
谷

珠
洲
湘
一
蹴
郷
に
制
す
る

ひ
、
間出
長
入
年
制
後
下
屋
敷
に
寺
を
建
て
た
が
、
附

一
部
訴
。

一見
隊
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
、『
此
所
之
刊

後
の
子
土
佐
の
利
市
に
供
奉
し
て
小
松
に
移
る
に
及

一
一
姓
次
兵
衛
と

巾
誌
の
家
名
堂
，
谷
と

巾
候
。
依
之
村

び
、
寺
地
を
召
上
げ
ら
れ
、
時
い
で
監
安
二
年
小
立

一
名
仁
能
成
向
巾
mw
候
。
』
能
菅
名
跡
志
に
、
『
音
大
附

野
に
今
の
腕
を
制
ひ
得
た
と
あ
る
。

一
辺
立
の
地
賊
欽
あ
り
し
般
名
と
せ
り
。
此
村
過
半
一

ト
ウ
ガ
サ
キ
犠
ヶ
崎
江
泊
掛
潮
出
制
に
在
る
。

一
向
宗
に
て
、
此
地
縦
欽
を
段
ち
て
、
本
銀
を
杉
の
木

笈
恕
記
聞
に
、
資
宮
地
村
の
寺
に
建
て
る
石
塔
を
品
川

一
の
ま
た
に
立
芭
き
し
に
、
そ
の
需
品
開
次
第
に
い
っ
と

桃
調
。

ド
ウ
カ
イ
道
海

心
お
お
。

ト
ウ
カ
イ
ド
ウ

上
街
道
。

東街

道 フ

" シ

カ ン
、、 ド
カ ウ

イ カ
ド イ
ウ
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四


